
1 

 

 

 

 

 

 

 

「追求」と「対話」を重視した道徳教育の創造 

～多面的・多角的に考えることができる生徒の育成を目指して～ 
 

１ 主題設定の理由 

(1) 研究の背景 

中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説には、「特定の価値観を押し付けたり、主体性

をもたず言われるままに行動するよう指導したりすることは、道徳教育が目指す方向の対

極にあるものと言わなければならない」、「多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、

誠実にそれらの価値に向き合い、道徳としての問題を考え続ける姿勢こそ道徳教育で養う

べき基本的資質である」との答申を踏まえ、発達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的

な課題を一人一人の生徒が自分自身の問題と捉え、向き合う「考える道徳」、「議論する道徳」

へと転換を図るものであると述べている。これは、様々な分野でグローバル化が進展してい

る中、予測不可能な時代や社会をよりよく生きる子どもたちには、多様な価値観を持つ人々

と協働しながら、課題を解決する力が求められていることに起因していると考えられる。 

 本校では、道徳的価値を追求する活動を通して、多面的・多角的に考える力や自己を見つ

めよりよい生き方を探求する力を身につけさせることを目標としている。また、知・徳・体

の調和のとれた、魅力ある生徒を

育て上げるために、ものごとを多

面的・多角的に考えることができ

る生徒の育成を目指し、本研究を

進めた。 

(2) 生徒の実態  

現在指導している３年生の生徒

は、答えが一つに決まっている明

確な問題や課題については自信を

もって解答することができる生徒

が多く見られる。しかし、答えが定

かではない問題や課題に対して

は、思考が停止してしまう生徒も

少なくない。４月に生徒を対象にアンケートを実施し、「道徳の授業は好きですか」という
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質問をしたところ、約 40％の生徒は、「好き」、もしくは「どちらかという好き」であると

回答した（資料１）。その理由を書かせたところ、「いろいろな話を読むことができる」とい

った理由が見られた。また、約 60％の生徒が「嫌い」もしくは「どちらかというと嫌い」と

回答した。その理由を書かせたところ、「答えが一つに決まっていない」「自分の答えを発表

するのが恥ずかしい」といった理由が見られた。道徳の授業において、生徒の考えは様々で

あり、生徒によって答えや考えは複数存在することに苦手意識を持っている生徒が多いの

ではないかと考えた。 

(3) 生徒の実態を通して 

 ４月に生徒を対象に行ったアンケートの結果を見て、他の生徒の考えと異なることを嫌

う生徒が多いのはなぜかと考えた。そこで、生徒の考え方は一つだけではなく、様々である

ことを理解させ、物事を多面的・多角的に考えることが重要であると考えた。 

(4) 目指す生徒像 

  以上のことから、本研究で期待する生徒の姿を以下のように設定した。 

 

 

 

本研究では、多面的・多角的は以下のように定義することとした。 

多面的…自分の考えを持つとともに、周りの生徒たちと考えを共有し、考えを認めあう。 

多角的…自分で様々な立場からものごとを考え、それぞれの本質を理解し、よりよい考えを

選択する力を身につける。 

２ 研究の仮説 

 目指す生徒像へと迫るために、本研究の仮説を次のように設定した。 

仮説 

授業時に仲間の考えを共有することにより、多面的・多角的な考え方を持つことができる

だろう。  

３ 研究の手立ての計画 

(1) ワークシートの工夫 

 「自分の考え」を書く欄と

「仲間の考え」を書く欄を作

り、自分の考えを記述した後

に、周りの生徒と考えを共有

する時間を設定する（資料

２）。主発問に対する自分の

考えを「自分の考え」の欄に

まとめる。その後、周りの生

徒と考えを共有し、「仲間の考え」の欄に記入させる。その後、自分の考えと仲間の考えを

 追求や対話を生かした学びを通して、物事を多面的・多角的に考えることができ、道徳

的価値を高めることができる生徒 
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比較して気づいたことや仲間の考えから学んだことを左側の空欄に書かせる。このような

活動をすることで、一部の発表する生徒の考えだけではなく、できるだけ多くの考えを共有

することができるのではないかと考えた。 

(2) 名前マグネットを黒板に貼ることによる視覚化 

 生徒への事前アンケートにより、自分の考えを全体の場で発表することが難しい生徒が

多いということが分かった。そのため、自分の考えを視覚的に表現しやすくするために、考

えを述べる際に、どのくらいの割合でそのように思っているのかを数直線上で示すことが

できるようにする。その際、自分の名前を記載したマグネットを用意し、数直線上にその名

前マグネットを貼りつけるようにする。 

(3) 思考ツールを使った可視化 

 ペア活動やグループ活動を通して出た考えを可視化し、整理した情報を周りの生徒と共

有することで、多面的・多角的にとらえることができる。また、その記載した思考ツールを

周りの生徒と比較することを通して、生徒はさらに自分の考えを深めることができると考

えた(資料３)。 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ポートフォリオによる感想の変容 

 本校では、道徳の授業者をローテーションさせ、毎回異なる職員が、授業を実施する。そ

の際に、学年で特に身につけさせたいテーマを３つに絞り、そのテーマに沿った教材を選び、

授業を実施する(資料４)。生徒には、授業の最後に、その授業で学んだことを書かせる。そ

のまとめを、授業者が授業後に見て、その変容をみる(資料５)。 

 

 

 年間を通して育てたい３つのテーマ 

１年生 自己への気づき 他者への気づき 集団の中の自分 

２年生 自分について 生き方（人との関わり・

集団） 

崇高なもの（命・自然等） 

３年生 なりたい大人 のぞむ社会 自分なりの生き方 

例：３年生の学習テーマ（一部省略） 

年間目標     「自分なりの生き方を追及する」 

～社会に出る自覚をもち、自己を見つめて生きる力を身につける～ 

〔A〕 
なりたい大人 

〔B〕 
のぞむ社会 

〔C〕 
自分なりの生き方 

教科書の資料 

父のひと言 
歩きスマホをどうするか 

平和への願い 
卒業文集最後の二行 

変わりゆく地球 
ハゲワシと少女 

資料３ 
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あなたは顔で差別をしま
すか 
無限の道 
フットライト 
ひび割れ壺 
校長先生の模擬面接 
片足のアルペンスキーヤ

ー・三澤拓 

足袋の季節 

舁き縄 
鳩が飛び立つ日 
日本の伝統文化 将棋 
二通の手紙 
裁判員制度を考える 
ふきのとう 
あふれる愛 
テーブルの卵焼き 
憧れの消防団 

サルも人も愛した写真家 
カーテンの向こう 
いのちの花プロジェクト 
家族の思いと意思表示カ
ード 
償い 
もう一つの時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の実際 

(1) ワークシートの工夫について 

主発問に対する自分の解答を考えさせ、その後ワークシートの「自分の考え」の欄に記載

させた。その後、席の近い生徒と考えを共有させ、右の資料のように「仲間の考え」の欄に

記載させた（資料６）。 

授業中に、挙手をさせ、生徒に発表させると、特定の生徒の考えばかりになってしまうこ

とがある。しかし、このワークシートを活用することによって、 

普段、自分から発表することが難しい生徒の考えも共有する

ことができたため、あらゆる生徒たちの考えを多面的に知る

ことができたと考える。周りの生徒たちと考えを共有する際

に、周りの生徒たちの考えを興味深く聞いている生徒も多く

見られた。考えを共有したのちに、全体の場でもどのような

考えが出ていたかを伝え、考えを深めていった。 

 

(2) 名前マグネットを黒板に貼ることによる視覚化につい

て 

 授業の最初に、考えが分かれる発問をし、どちらの考えと

なるかを黒板に名前マグネット 

を貼り付けさせた。普段なかなか自分の考えを発表すること

ができない生徒も含めて、どの 

クラスにおいてもすべての生徒が自分の考えを示すことができた（資料７、資料８）。資料 

７は【裁判員制度を考える】の教材のものである。生徒に「裁判員をやりたいですか」とい 

資料６ 

資料５ 
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う発問をした。そこで、「裁判員をやりたい」か「やりたくない」だけではなく、迷ってい 

るという中間の位置も用意し、どの立場にいるかを黒板に示させた。資料８は、【ハゲタカ 

と少女】の教材のものである。登場人物のカーターさんの行動について賛成か反対かを黒板 

に示させた。 

また、なぜその位置に名前マグネットを置いたのかをワークシートに理由を書かせ、全体 

の場で発表させた。他の生徒の考えを聞いた後、再度、考えを聞いたときに最初の考えを変

えたいという生徒が何人もいて、考えの変容を見ることができた。 

(3) 思考ツールを使った板書の分類化について 

 発問に対する考えや理由を以下のように、ウェビングマップを用いてまとめさせた(資料

９、資料 10)。資料９と資料 10は、【裁判員制度を考える】の教材で、裁判員制度について

の説明をし、裁判員が「いる」か、「いらない」かをそれぞれの立場からウェビングマップ

を用いて、その理由を記載させたものである。自分の考えを書かせ、その後、周りの生徒と

共有させた。裁判員制度の必要性について、「いる」か「いらない」かだけではなく、それ

ぞれの理由を考えさせた。その後、「いる」「いらない」のそれぞれの理由を全体の場で発表 

させ、考えを共有した。 

 

 

 

 

 

 

(4) ポートフォリオによる感想の変容について 

 授業で学んだことや感想を毎回の授業後に記載させた。書く際に、同じテーマであっても

異なる観点に気づき記載することができるようになった生徒も多くいた(資料 11)。 

 

資料７ 資料８ 

資料９ 資料 10 

 

【裁判員制度を考える】 【ハゲタカと少女】 
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５ 研究の成果と課題 

(1) 研究の成果 

年度当初に行った「道徳の授業は好きですか」というアンケートを７月に再度行ったと 

ころ、約 60％の生徒が「好き」「どちらかというと好き」という結果となった。また、その

理由を聞いたところ、「自分以外の生徒がどんな考えであるかを知ることが楽しい」「周りの

生徒と多く話ができる」など前向きな考えが多く見られた一方、「友人と考えたことが同じ

ではないと不安になる」などの考えも見られた。 

 ワークシートを工夫することや名前マグネットを使用することで多くの生徒が自分で考 

えを述べるだけではなく、周りの生徒の考えを意識し、一つの面からだけではなく、複数の 

視点から多面的・多角的に考察できるようになったのではないかと考えられる。 

(2) 今後の課題 

 多面的・多角的に考えることができるようになった生徒が増えた一方で、以下に述べるよ 

うな課題も出てきた。 

・授業者である学年職員間での考えを交換する場の確保が難しい。 

・７月に行ったアンケートで、生徒は周りの生徒と共有できたとアンケートで示していた 

が、どのくらい多面的・多角的に理解できたかの確認が難しい。 

本研究は、多面的・多角的に考えることで、道徳的価値を高めるために実践したもので 

あるが、まだ道徳的価値が高まったと評価することは難しい。今後の生徒たちの記述や言 

動に目を向け、評価していきたい。 

 

資料 11 
 


